


農林水産省登録 第13410号
有効成分：MEP・・・・1.0%

1.１シーズン１回の処理で防除が可能です。
2. 工夫された製剤で高い防除効果を発揮します。
3. 原液、希釈液、いずれの方法でも使用できます。

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●小児の手の届く所には置かないでください。●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。
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本剤およびＭＥＰを含む
農薬の総使用回数

樹幹の地際部から約30～40ｃｍの高さまで塗布

樹幹の地際部から約30～40ｃｍの高さまで散布

直径３ｃｍ以上の主枝、亜主枝、側枝に塗布

直径３ｃｍ以上の主枝、亜主枝、側枝に散布

樹幹の地際部から約30～40ｃｍの高さまで塗布

樹幹の地際部から約30～40ｃｍの高さまで散布

直径３ｃｍ以上の主枝、亜主枝、側枝に塗布

直径３ｃｍ以上の主枝、亜主枝、側枝に散布

株元から結果母枝まで塗布

主幹部に塗布
主幹部に散布
主幹部、主枝及び亜主枝の分枝部に散布

主幹部、主枝及び亜主枝の分枝部に塗布
樹幹の地際部から約１．５ｍの高さまで塗布
樹幹の地際部から約１．５ｍの高さまで散布
樹幹の地際部から約１．５～２ｍの高さまでの
主幹及び主枝に塗布
樹幹の地際部から約１．５～２ｍの高さまでの
主幹及び主枝に散布

主幹部に塗布

主幹部に散布

主幹地際部から約５０ｃｍの高さまで塗布

主幹地際部から約５０ｃｍの高さまで散布

主幹地際部から約５０ｃｍの高さまで塗布

主幹地際部から約５０ｃｍの高さまで散布

樹幹部及び主枝に塗布

樹幹部及び主枝に散布
樹幹部及び亜主枝に塗布
樹幹部及び亜主枝に散布
樹幹の地際部から約1.5ｍの高さまで塗布

使用方法作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期

６月～７月
（産卵初期～産卵最盛期直前）

但し収穫９０日前まで
５月～６月

（成虫発生期直前）
但し収穫９０日前まで

６月～７月
（産卵初期～産卵最盛期直前）
但し収穫１２０日前まで

５月～６月
（成虫発生期直前）
但し収穫１２０日前まで

４月～７月
但し収穫７日前まで

４月～９月
但し収穫７日前まで

産卵期～幼虫喰入初期
但し収穫４５日前まで

３月～５月
（産卵初期）

裂果前まで
但し収穫９０日前まで

幼虫喰入期直前～喰入初期
但し収穫２１日前まで

６月～７月
（産卵初期～産卵最盛期直前）

但し収穫３０日前まで
５月下旬～６月下旬
（産卵期）

但し収穫３０日前まで

収穫３０日前まで

収穫30日前まで

収穫7日前まで

１（原液）～1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

原液

原液

1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍
1.5倍

１（原液）～1.5倍

2倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍

1.5倍

1.5倍

１（原液）～1.5倍
1.5倍
原液

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

－
－

100～1000㎖/樹

100～1000㎖/樹

－
100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹

－

100～1000㎖/樹
－

100～1000㎖/樹
－

■適用害虫と使用方法 2018年5月現在の登録内容

水を注ぎ
ながら
かくはん

●使用量にあわせ秤量し、使いきってください。
●使用した刷毛をそのまま放置すると薬液の固化とともに
毛の部分が堅くなるので、使用直後に水で十分洗ってく
ださい。
●アルカリ性薬剤との混用はさけてください。
●本剤の使用に際しては、果実に付着しないように十分に注意
してください。
●本剤を産卵、喰入防止に使用する場合は残効性は短く、使用
時期を失すると効果が劣るので、適期にむらなくていねいに
使用するように注意してください。柑橘のカミキリムシ類、り
んごのカミキリムシ類防除には６～７月の産卵最盛期直前、く
りのキクイムシ類防除には芽出し直前（産卵初期）、りんごの
シコクアナアキゾウムシ防除には５月下旬～６月下旬（産卵
期）が使用適期です。

●雨天や降雨前後の使用は効果が劣るのでさけてください。
●薬液が葉にかかると薬害を生じるおそれがあるので、かから
ないように散布してください。特に新葉時期は薬害が生じや
すいので散布は注意してください。
●あぶらな科作物を初め、作物の茎葉には薬害を生じるおそれ
があるので付近の作物にはかからないように注意して使用し
てください。
●適用表に記載された所定の部位に薬液が十分付着するよう、
ていねいに処理してください。
●もものコスカシバ及びかきのヒメコスカシバ、カキノキマダラ
メイガに対しては産卵防止効果及び喰入防止を主体に春～秋
の産卵期～幼虫喰入初期に処理してください。なお、喰入後
の幼虫に対しては使用する場合は、あらかじめ粗皮や虫糞を
取除いてから塗布又は散布すると効果的です。カキノキマダ
ラメイガは樹幹の分枝部に被害が多いので分枝部を主点に
処理してください。

●いちじくのクワカミキリに対して産卵忌避効果は劣るが、
産卵痕に塗布すると効果的です。
●本剤は自動車、壁などの塗装面、大理石、御影石に薬液がかか
ると変色するおそれがあるので、薬液がかからないように注
意してください。
●散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣な
どを着用してください。作業後は直ちに手足、顔などを石け
んでよく洗い、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換してく
ださい。
●水産動植物（甲殻類）に影響を及ぼすおそれがあるので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用してくだ
さい。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行ない、使いきってく
ださい。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないで
ください。また、空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えな
いよう適切に処理してください。

使用上の注意事項

本 剤：１回
MEP：５回以内

(樹幹処理は１回以内)

本 剤：１回
MEP：３回以内

(樹幹処理は１回以内)

３回以内

本 剤：２回以内
MEP：３回以内

(樹幹処理は２回以内)

本 剤：１回
MEP：４回以内

（樹幹処理は１回以内）

本 剤：２回以内
MEP：４回以内

収穫終了後から萌芽までは
２回以内、萌芽後は２回以内

３回以内

本 剤：1回
MEP：6回以内

（樹幹処理は1回以内）

1回

2回以内

カミキリムシ類

ミカンナガタマムシ

カミキリムシ類

ミカンナガタマムシ

カミキリムシ類

アイノキクイムシ

ヒメコスカシバ
カキノキマダラメイガ

キクイムシ類

コウモリガ

コウモリガ
クビアカスカシバ

カミキリムシ類

シコクアナアキゾウムシ

コスカシバ

カミキリムシ類

コウモリガ

みかん

なつみかん

いちじく

かき

くり

ぶどう

りんご

もも

なつめ

くるみ

（ （

特長

(詳細はラベルをご参照ください)

使用前に塗布または散布し
ようとする樹幹等に付着し
ている土砂および樹の根元
の土をあらかじめ除去して
ください。

使用前に
容器は1kg缶、5kg缶共、
容量の大きい缶が使用して
あり、その2/3にガットサイ
ドSが入っています。缶のふ
たをとって、かくはんしなが
ら容器一杯に水を入れると
1.5倍液になります。

1.5倍液を作る場合
樹木の表面にハケなどで、
ていねいに塗布してくださ
い。自動車の洗車用ブラシ
などを利用すると手軽に
塗布できます。

原液または希釈液を
塗布する場合

直径10cmの木に、長さ
30cmで塗る場合、1kgの
原液で約10本（1.5倍量
使用で約15本）に使用で
きます。

薬剤の必要量

ふたを開けた状態 容器一杯で１.５倍液

使用上のポイント 1.5倍液の作り方

原 液 １.５倍液

2018年5月作成（全農教）


